
いつまでも健康で安心して暮らせるまちづくり

市民と共に歩むまちづくり

市民が暮らしやすいまちづくり

子どもたちの学びと成長を支えるまちづくり

産業振興で活力あるまちづくり

今年度（2026年度）の主な取り組み
基本計画を形にする

▶ 身近な場所で、手続きをもっと便利に

郵便局の活用 1,052万円

郵便局と連携することで、身
近な場所で行政サービスを
受けられる体制を整えます。

●行政手続きよろず相談受付
市職員がテレビ電話などを活用し手続きをサポート
郵便局職員がスマートフォンでの申請を支援
●らくらく窓口証明書交付サービス
マイナンバーカードを使い、各種証明書を郵便局で交付

歯と口の健康推進 703万円

適切なケアの定着と、疾病の早期発見を促すための
普及啓発活動を行います。
●歯科衛生士の雇用
●歯科健康診査の委託

JA吉田総合病院の運営支援 1億5,504万円

地域医療体制を確保するため、JA吉田総合病院の運
営を支援します。
●高田地区休日夜間救急診療所の運営
●救急医療体制の確保
●医療施設整備

▶ 地域の拠点を、もっと使いやすく

支所移転にかかる設計 768万円

支所・文化センター・図書
館の機能を文化センターへ
集約し、気軽に相談できる
拠点づくりを進めます。

デジシップ

▶ 必要な情報を、確実に届ける

お太助フォンの更新 1億230万円

災害時の緊急情報や行政情報を配信するお太助フォ
ンを更新します。更新に際し、通信費の基本利用料相
当を市が負担するほか、住民税非課税世帯には端末
購入費を補助します。

▶ 専門人材とともにDXを加速

DXShipひろしま職員派遣 1,000万円

広島県の「DXShipひろし
ま」を活用し、専門知識を持
つ人材を受け入れます。市
役所に常駐し、業務のデジ
タル化や改革を現場から支
援します。

生成AIの導入 153万円

政策立案や資料作成などの業務を効率化します。

▶ 地域に寄り添い、暮らしを支える

集落支援員の配置 2,202万円

各町に集落支援員を配置することで地域の声を丁寧
にくみ取り、地域活動を支える体制を強化します。
●各町に集落支援員を1人配置

●各地域に生活支援コーディネーターを配置

●用地造成工事の開始
●新施設の建築工事

新規就農支援 300万円

市が認定した就農計画を作成された農業経営5年以
内の農業者に、農機具や施設の導入費用を支援する
ことで経営の早期安定化を後押しします。

●農機具や施設整備（倉庫・選
果場等）の導入を補助

観光振興計画の策定 300万円

2026年度からの5年間を見据えた観光振興計画を策
定し、持続的な観光施策の指針を示します。

堆肥の利用促進 300万円

耕種農家と畜産農家の連携を促進し、安芸高田市内
で生産された堆肥の活用を推進します。

●堆肥購入費の補助（1,000円/tまたは購入額の1/2）

AI英会話システムの導入 353万円

英語の発話時間の増加と、英語力の向上のため、市内
中学校の全生徒を対象にAI英会話システムを導入し
ます。

救助工作車の更新 1億9,989万円

老朽化した救助工作車を更新し、災害現場での対応
力を強化します。
●救助工作車1台を購入

不登校の児童・生徒への支援 429万円

教育支援センターを「第3の居場所」として機能強化。
サテライト運営や民間との連携を進めます。
●教育支援センターへ地域おこし協力隊を配置

生活支援コーディネーターの配置 3,600万円

高齢者の集いの場づくりや見守り体制の構築、買い物
支援など、地域でできる取り組みをサポートします。

▶ リアルな体験で、防災力を高める

VR消防シミュレータの導入 139万円

VR空間で、実際の火災に近
い環境で消火訓練ができるシ
ステムを導入します。天候に
左右されず、より多くの人がリ
アルな訓練を体験できます。

▶ 安心して預けられる環境を整える

保育施設統合 7億8,500万円

2029年4月の吉田地区認定こども園開園に向け、子ど
もたちが安心して過ごせる保育環境を有した施設の
整備を進めます。

暮らしの安心と利便性の向上に向けて、まちづくりを一歩ずつ前へ進めます。

（介護保険特別会計）
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